






Report of the results of a soccer lesson using a “task game” for 
junior high school students: 






　The author examined the lesson in the soccer curriculum for junior high school 
sophomores （second year）, which placed at the core of the learning content a “task 
game” providing a mechanism to attack the task. As a result, this proved to increase 
emotional commitment and physical fitness. 
　However, it was not possible to consider the cognitive aspect, and in this regard, 
verification of conscious teaching methods in a class becomes necessary. In addition, 
although a half-court game was set as a class objective, based on the students’ learning 
during the course, a suggestion is made to replace the core class objective in a 
curriculum with a “kick-line port ball” task.
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Ⅳ．まとめ
　本研究は，戦術が頻出する仕組みを持つサッカー「課題ゲーム」を用いた義務教育段階
のカリキュラムのうち，中学生を対象とした部分の有効性を検証しようとした。すなわち
中学１年生用に提案した単元カリキュラムの体力的側面，技能的側面，認識的側面，心情
的側面から検証した。
① シャトルランの得点は，持久力が低いと評価された生徒では，単元始まりの46.4±5.2回
から単元終りでは56.1±14.7回，中程度の生徒では68.9±7.0回から83.6±14.4回，高い生
徒では89.5±5.3回から103.8±6.3回と，すべてのレベルで有意な向上が認められ，高い
グループでは，全国平均値を上まわるようになった。
② ８の字ドリブルテストでは単元始まりの15.1±4.9点が単元終わりには17.6±3.8点と有意
に向上した。同様に，ボールリフティングの回数も，8.5±11.1回が9.7±11.6回に向上を
示した。
　 　集団技能であるゲーム中の作戦成功の指標である攻撃完了率（＝シュート数÷ボール
獲得数×100），連携シュート率（パスを使ったシュート数÷ボール獲得数×100），仲間
との関わり率（パスが成功した数÷ボール獲得数×100）では，攻撃完了率が30％から
40％を，仲間との関わり率が30％前後で推移し，生徒のゲームはパス主体のゲーム様相
を示した。
③ 生徒の授業に対する好意的反応比率の変化は，「精一杯の運動」，「仲間との協力」は授
業に従って0.8以上の高値を維持しながら上昇傾向を示した。「技や力の伸び」と「新し
い発見」は0.5前後の値を推移し，５時間目でピークを示したのち一端低下したが，単
元後半で上昇した。これらの変化様相は生徒が「課題ゲーム」の変更に応じて新たな課
題に向かって学習を進めていく様子を示した。
④ 態度測定の結果は，授業開始時の「よろこび」「評価」「価値」の態度スコアはCBCで
授業後はBABに上昇し，授業は「成功」と評価された。また，項目点では，⑤集団生
活の楽しみ，⑧自主的思考と活動，⑭精神力の養成，⑮堂々頑張る習慣，⑱深い感動，
⑲授業のまとまり，チームワークの発展，みんなの活動，みんなのよろこび，
主体的人間の育成，理論と実践の統一，授業のねらい，体育科の必要性，で上昇
がみられた。
⑤ 授業中の平均心拍数は，「キックラインポートボール」が150.0±28.8拍／分，「Runラン
サッカーゴール付き」「シュートゲーム」では142.8±24.1拍／分，「サイドゾーン付きハー
フコートミニゲーム」では135.1±28.8拍／分と示した。また，ゲーム中の心拍数は，前
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中学生を対象とした「課題ゲーム」を用いたサッカー授業の成果について―体力向上も目指して―（田中・松田・渡邊・後藤）
者が158.2±25.1拍／分，中者が148.6±21.5拍／分，後者が140.7±30.3拍／分と，「キッ
クラインポートボール」が最も高値を示した。
　以上の結果から，前回提案した「課題ゲーム」を積み上げる単元カリキュラムは，教職
経験の少ない指導者であっても生徒の授業に対する心情と体力を高め得るものであること
が証明できた。
注
注１）スキルウォームアップとは，たんに走るだけといったものでなく，技術練習を兼ねながら
体温を高める工夫をした練習である。
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